
 

    

 

第３次刈谷市環境基本計画について 
 

1 基本方針 

⚫ 環境将来像の実現に向けて、第 2次計画を継承しながら、これからの課題に適切に対応する

ため、4つの課題それぞれに対応した基本方針を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活環境を保全する ～安心安全な生活環境の確保～ 

大気汚染や水質汚濁、騒音等の公害問題に
ついて、モニタリング等を適切に実施するととも
に、環境保全協定などの事業者との連携によ
り、生活環境保全のための取組を推進します。 

ごみの削減や3Rの推進などについて、市民や
事業者に啓発を行うとともに、廃棄物の適正な
処理体制の維持に努めます。 

方針 

２ 

施策2-1 生活環境の状況把握・啓発 

施策2-2 生活環境保全のための基盤整備 

施策2-3 ３Ｒと適切なごみ処理の推進 

重点 

生物多様性を保全する ～在来の生態系の未来への継承～ 

市内の生物多様性を保全するために、動植物
の生息・生育環境となる緑地やため池等の環
境保全に努めます。 

市民・事業者・行政のそれぞれが身近な自然
環境を保全することの重要性を理解し、保全
活動に取り組めるよう、情報提供や活動の支
援を行います。 

方針 

３ 

施策3-２ 緑地・水辺環境の保全 

施策3-３ 農地の保全 

施策3-１ 生態系の保全 重点 

みんなで育む ～パートナーシップによる将来像の実現～ 

環境の問題は、地球温暖化などの世界規模の
問題から、ごみや騒音などの地域規模の問題
など多岐に渡るため、市民・事業者・行政の連
携が重要です。 

各主体が、環境問題の重要性を理解し、取組
に参加できるような情報提供や意識啓発、主
体間の連携支援を行います。 

方針 

４ 

施策4-1 市民への環境教育・啓発 

施策4-2 市民・事業者との連携 

施策4-3 市町村を超えた連携 

重点 

脱炭素化を目指す ～2050年カーボンニュートラルに向けて～ 

地球温暖化を緩和するための 2050年カーボ
ンニュートラルを目指し、市民・事業者・行政が
連携して、地域の脱炭素化に取り組みます。 

脱炭素化と地域の活性化や産業の発展が両
立できるよう、省エネ・再エネ機器の導入や脱
炭素型ライフスタイルを推進します。 

 

方針 

１ 

施策1-1 事業者の脱炭素化 

施策1-2 環境負荷の少ないまちづくりの推進 

施策1-3 クリーンエネルギーの活用 

重点 

（刈谷市生物多様性地域戦略） 
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2 評価指標 

⚫ 計画の進捗管理において達成状況の評価を行うための「評価指標」を設定します。 

 

方針 1 脱炭素化を目指す ～2050年カーボンニュートラルに向けて～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針 2 生活環境を保全する ～安心安全な生活環境の確保～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

評価指標❶ 二酸化炭素排出量の削減率（対２０１３年度比） 

 カーボンニュートラルの実現状況を分かりやす

く表現し、脱炭素化への道筋を明確にするため、

二酸化炭素排出量の削減率（対2013年度比）を設

定します。 

 産業部門、家庭部門、運輸部門等における発生

状況をモニタリングしていきます。 

基準値(2021年度) 

2013 年度比 

18.5％減 

目標値(2034年度） 

2013 年度比 

58.4％減 

評価指標❷ 公共交通が利用しやすいと感じる市民の割合 

 日々の暮らしや事業者の経済活動において、自

動車への依存傾向が強くなっています。 

 公共交通の利便性を高め、過度に自動車に依存

せず環境にやさしい交通体系を目指します。 

基準値(2024年度) 

59.6％ 

目標値(2034年度） 

62.8％ 

評価指標❸ 大気・水質・騒音等における環境基準の達成状況 

 本市では過去に大気汚染・水質汚濁、騒音など

様々な公害問題等が発生していましたが、現状で

は大気（光化学オキシダント）が主な未達成項目

となっています。 

 今後、全項目での目標達成を目指し生活環境の

保全に取り組んでいきます。 

基準値(2023年度) 

大気（光化学オ

キシダント） 

以外達成 

目標値(2034年度） 

全項目 
達成 

評価指標❹ ごみの年間排出量 

 リサイクルの推進や、不要なものを受け取らな

い考え方を浸透させて、ごみの年間排出量を削減

し、ごみとして処理せざるを得ないものを可能な

限り減らしていきます。 

 3Rなど市民や事業者の身近なテーマで取り組む

ことで、市全体のごみの排出量を削減します。 

基準値(2021年度) 

53,444t/年 

目標値(2034年度） 

51,337t/年 

※刈谷市環境都市アクションプラン［令和６年改定版］ 

※第８次刈谷市総合計画 

※刈谷市一般廃棄物処理基本計画 
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方針 3 生物多様性を保全する ～在来の生態系の未来への継承～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針 4 みんなで育む ～パートナーシップによる将来像の実現～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価指標❺ 施設緑地面積 

 本市の自然生態系の基盤となる「緑」の量を未

来に向けて残し、増やしていくための目標として、

施設緑地面積を設定します。 

 二酸化炭素の吸収源にもなる「緑」の量を増や

し、適切に管理していくことで、気候変動による

生物多様性への影響の緩和を図ります。 

基準値(2022年度) 

244ha 

目標値(2034年度） 

260ha 

評価指標❻ 市内における西三河生態系ネットワーク協議会への参加団体数 

 生物多様性の保全を着実に推進するためには、

実態把握と、適切な環境保全活動が必要です。 

 実態把握や環境保全活動の実施は、行政だけで

は難しい取組であるため、環境保全活動団体等と

の連携を強化していきます。 

基準値(2023年度) 

4団体 

目標値(2034年度） 

8 団体 

評価指標❼ 環境配慮行動に心がけている市民の割合 

 脱炭素化、生活環境の保全、生物多様性の保全

の取組は、行政だけでは目標の達成が困難であり、

市民との連携が重要です。 

 環境教育等の、市民の環境保全への関心を高め

る取組を通じ、市民の意識向上を図ります。 

基準値(2024年度) 

86.6％ 

目標値(2034年度） 

88.2％ 

評価指標❽ 環境に関する講座や講演会・イベントの年間参加者数 

 より多くの市民が環境保全に関心を持てるよう、

環境講座の開催やイベント等での意識啓発を行い

ます。 

 事業者の取組とも連携しながら、市民に対して

講座等への参加機会の周知啓発を行います。 

基準値(2023年度) 

873人 

目標値(2034年度） 

2,000 人 

※第 3 次刈谷市緑の基本計画 

※第８次刈谷市総合計画 

（刈谷市生物多様性地域戦略） 

3


